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【
第
七
十
一
回
定
期
総
会
】

　

新
緑
が
目
に
も
鮮
や
か
な
五
月
、
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
定
期
総
会

を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ご
来
賓
と
し
て
、
東
京
都
教
育
庁
教

育
監 

瀧
沢
佳
宏
様
を
は
じ
め
多
数
の

方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
会
は
昭
和
二
十
八
年
に
「
親
睦
と

互
助
」
並
び
に
「
教
育
へ
の
寄
与
」
を

目
的
に
し
て
創
立
さ
れ
、
平
成
三
年
か

ら
平
成
十
一
年
ま
で
会
員
数
は
六
千
名

を
超
え
て
い
ま
し
た
。本
会
の「
前
人
」

は
、
事
務
所
の
設
置
・
取
得
を
目
指
し

て
「
事
務
所
設
置
等
積
立
金
」
を
継
続

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
本
会
は

積
み
立
て
ら
れ
た
「
事
務
所
設
置
等
積

立
金
」
の
恩
恵
に
浴
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
本
会
の
課
題
は
「
会
員
の
増

強
」
と
「
財
政
の
安
定
化
」
で
す
。

　
「
会
員
増
強
」
に
関
し
て
は
、
六
十

歳
で
「
役
職
定
年
」
を
迎
え
る
校
長
先

生
方
に
入
会
を
勧
め
る
た
め
、
会
則
を

一
部
改
正
し
ま
し
た
。
本
年
四
月
の
入

会
者
名
簿
に
は
、
六
十
歳
で
役
職
定
年

を
迎
え
、
引
き
続
き
校
長
職
を
勤
め
る

「
特
例
任
用
校
長
」
の
お
名
前
が
あ
り

ま
し
た
。
支
部
長
方
の
ご
尽
力
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

財
政
面
で
は
「
財
政
安
定
化
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
財
政
面
の
問
題
点

を
広
い
見
地
か
ら
検
討
し
ま
し
た
。
令

和
六
年
度
は
実
行
へ
の
道
筋
を
付
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
の
特
色
で
あ
り
、
魅
力

で
も
あ
る
「
教
育
へ
の
寄
与
活
動
」
を

進
め
る
た
め
に
「
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
全
会

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
教
育
支
援
活
動
の

実
状
と
意
向
を
伺
い
ま
し
た
。「
機
会

が
あ
っ
た
ら
、
教
育
支
援
活
動
を
行
い

た
い
」
と
い
う
多
数
の
ご
意
見
と
と
も

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
東
京
都
教
育

庁
幹
部
と
の
教
育
懇
談
会
の
場
で
報
告

し
た
と
こ
ろ
、
高
い
関
心
を
示
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
会
の
魅
力
は
、
活
動
あ
っ
て
こ
そ

発
揮
さ
れ
る
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い

ま
す
。

　

全
会
員
と
今
後
入
会
し
て
く
だ
さ
る

方
々
の
た
め
に
「
前
人
、
木
を
植
え
て
、

後
人
、
涼
を
得
ら
れ
る
」
よ
う
に
、
皆

様
と
力
を
合
わ
せ
て
東
京
都
退
職
校
長

会
を
盤
石
に
す
べ
く
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。

【
各
支
部
総
会
】

　

三
十
三
支
部
よ
り
支
部
総
会
に
お
招

き
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
支
部
が
「
学

校
支
援
」
と
「
親
睦
」
の
面
か
ら
、
多

彩
か
つ
格
調
高
い
活
動
を
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
に
敬
意
を
抱
き
ま
し
た
。
支
部

間
交
流
を
望
む
支
部
長
の
声
も
聞
き
ま

し
た
。
支
部
総
会
参
会
者
の
皆
様
と
、

直
接
お
話
す
る
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

蝉
の
鳴
き
声
に
猛
暑
の
到
来
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

ご
自
愛
い
た
だ
き
、
暑
い
夏
を
元
気
に

乗
り
切
ら
れ
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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【
定
期
総
会
概
要
】

　

令
和
六
年
度
定
期
総
会
が
、
五
月

十
五
日
（
水
）、
四
ツ
谷
駅
前
の
主

婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
東
京
都
教
育
庁
教
育
監　

瀧
沢
佳
宏
様
は
じ
め
十
一
名
の
ご
来

賓
に
ご
臨
席
賜
り
会
員
八
十
四
名
の

参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
⻆
田
美
枝

子
会
長
の
挨
拶
、
三
名
の
ご
来
賓
の

ご
祝
辞
に
続
き
、
新
入
会
員
の
紹
介
、

長
寿
会
員
の
紹
介
、
功
労
会
員
へ
の

感
謝
状
贈
呈
、
栄
誉
会
員
紹
介
の
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
令
和
五
年
度
の
会
務

報
告
、
決
算
報
告
に
続
き
、
令
和
六

年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
に
関
す

る
審
議
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
七
十
周
年
記
念
行
事
の

総
括
・
収
支
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、

実
行
委
員
会
解
散
宣
言
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
各
種
委
員
会
委
員
長

か
ら
会
則
の
一
部
改
正
報
告
、
予
算

編
成
委
員
会
報
告
、
会
員
新
入
会
員

勧
誘
状
況
と
勧
誘
計
画
の
報
告
、
本

会
の
財
政
再
建
に
関
す
る
報
告
が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
会
歌
斉
唱
の
後
、

閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

（
総
務
部
担
当
副
会
長　

赤
坂
寅
夫
）

定
期
総
会
の
開
催
に
寄
せ
て

　

東
京
都
教
育
庁

教
育
監　
　

瀧
沢　

佳
宏

　

本
会
が
長
き
に
わ
た
り
、
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ま
れ
、
東
京
都
の
教

育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
る

こ
と
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

都
教
育
委
員
会
で
は
、
東
京
都
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
５
次
）
を
策
定

し
、「
自
ら
未
来
を
切
り
拓
く
力
の

育
成
」、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
き

め
細
か
な
教
育
の
充
実
」、「
子
供
た

ち
の
学
び
を
支
え
る
教
職
員
・
学
校

の
力
の
強
化
」
を
３
本
の
柱
と
し
て
、

施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
は
新
た
に
、
個
別
最
適
な
学
び
と

協
働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
に

向
け
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
前
提
と
し

た
こ
れ
か
ら
の
授
業
の
在
り
方
を
研

究
し
、
教
員
の
授
業
力
を
向
上
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不
登
校
生

徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
中
学
校
10
校
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク

ラ
ス
（
不
登
校
対
応
校
内
分
教
室
）

を
設
置
し
、
学
習
環
境
の
整
備
等
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
京
都
の
教
育
の
充
実
の
た
め
、

今
後
も
御
理
解
・
御
協
力
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
連
合
退
職
校
長
会

会
長　
　

田
中　

昭
光

　

本
日
は
、
総
会
に
お
招
き
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
前
年
６
月
、

会
長
入
子
祐
三
氏
が
退
任
さ
れ
、
会

長
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
都
退
職
校
長
会
が
日
頃
よ
り
、

全
連
退
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

賜
っ
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
会
員

の
親
睦
と
と
も
に
、
地
域
・
学
校
の

教
育
に
支
援
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
連
退
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
に
参
画
し
地
域
住
民
と
連

携
・
協
力
し
、
地
域
全
体
で
子
供
た

ち
の
成
長
を
支
え
、
家
庭
や
地
域
の

教
育
・
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。

　

最
後
に
、
退
職
校
長
会
の
活
動
と

し
て
、
学
校
支
援
活
動
に
一
層
貢
献

さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様

の
益
々
の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
祈
念

し
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

東
京
都
中
学
校
長
会

会
長　
　

堀
越　

勉

　

本
会
Ｈ
Ｐ
を
拝
察
い
た
し
ま
す
と
、

ま
ず
「
未
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
。

い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
責
任
と
寛
容

に
満
ち
た
会
」
と
あ
り
ま
す
。
未
来
、

責
任
、
寛
容
と
い
っ
た
、
現
職
で
あ

る
私
た
ち
も
、
常
に
立
ち
返
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
言
葉
が
あ
り
、
諸
先

輩
方
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

の
大
き
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

学
校
現
場
で
は
、
学
習
指
導
要
領

の
趣
旨
を
反
映
し
た
学
び
へ
の
不
断

の
改
善
、
児
童
・
生
徒
の
不
登
校
等

の
増
加
、
地
域
移
行
・
地
域
連
携
を

視
野
に
入
れ
た
部
活
動
の
在
り
方
な

ど
、
課
題
も
あ
り
、
そ
の
対
応
も
迫

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
教
員
が

十
分
に
満
た
さ
れ
て
い
な
い
状
況
も

深
刻
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
退
職
校
長
会
の
皆
様
に
引

き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が

ら
、
学
校
現
場
が
こ
れ
か
ら
も
一
歩

ず
つ
前
に
進
む
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

令
和
六
年
度 

定
期
総
会

日
時　

 

令
和
6
年
５
月
15
日

　
　
　
　
12
時
30
分
開
会

会
場　
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
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令
和
五
年
度

事
業
報
告　

要
旨

一　

活
動
方
針
と
重
点

　

令
和
五
年
度
は
活
動
の
基
盤
を

「
親
睦
と
互
助
」
と
考
え
、
会
員
の

心
の
拠
り
所
や
居
場
所
と
な
り
、
生

き
が
い
の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
た
。
喫
緊
の
課
題
を
「
財
政
の
健

全
化
・
安
定
化
」
と
「
会
員
増
強
」

と
し
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
検

討
・
審
議
す
る
と
と
も
に
各
部
で

様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
た
。

二　

各
部
・
委
員
会
の
活
動
報
告

⑴
【
総
務
部
】
総
会
・
支
部
長
会
等

の
開
催
準
備
、
業
務
の
円
滑
な
運

営
・
管
理
の
た
め
の
各
部
・
各
組
織

間
の
連
絡
、
調
整
。
新
会
員
名
簿
の

発
行
。会
員
数
・
会
員
の
動
静
の
把
握
。

⑵
【
会
計
部
】
会
員
数
減
少
に
伴
う

収
入
減
を
受
け
、
各
部
・
各
委
員
会

等
と
連
携
し
、
特
に
実
収
入
を
意
識

し
た
予
算
編
成
と
執
行
、
支
出
の
抑

制
を
実
施
。

⑶
【
広
報
部
】
情
報
の
正
確
な
掲
載

に
努
め
、
年
四
回
の
会
報
を
発
行
し

た
。
会
報
の
送
付
で
は
他
部
・
事
務

局
の
協
力
を
得
て
、
経
費
節
減
に
努

め
た
。

⑷
【
福
利
厚
生
部
】
叙
勲
・
長
寿
者
、

物
故
者
等
の
情
報
収
集
・
整
理
。
会

員
の
慶
弔
に
関
す
る
事
務
処
理
を
実

施
。

⑸
【
生
涯
学
習
部
】
年
二
回
の
会
員

は
支
部
長
の
協
力
を
得
て
、
開
催
の

周
知
を
工
夫
し
参
加
者
増
に
繋
げ
た
。

⑹
【
情
報
推
進
部
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
・
運
営
・
管
理
・
更
新
作
業
。

諸
会
議
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会
議
に
よ
る
経

費
節
減
。
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
Ｈ
Ｐ
公
開
依
頼
書
を
作
成
。

⑺
【
特
別
委
員
会
】

〔
予
算
編
成
委
員
会
〕
一
般
会
計
の

収
入
の
部
に
お
け
る
「
積
立
基
本

金
」
か
ら
の
借
入
金
の
縮
減
を
検
討
。

〔
業
務
運
営
改
善
委
員
会
〕
組
織
図
、

ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す
る
規
程
や
ブ

ロ
ッ
ク
長
の
任
期
等
の
検
討
。
会
則

の
一
部
改
正
の
検
討
・
新
入
会
員
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
。

〔
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
〕

教
育
へ
の
寄
与
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た

報
告
書
を
作
成
。

〔
会
員
増
強
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
〕

各
支
部
と
連
携
し
会
員
増
強
を
推
進
。

新
入
会
員
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
付
。

〔
財
政
安
定
化
委
員
会
〕
支
出
削
減

を
目
指
し
、
事
務
局
費
の
削
減
等
、

広
い
見
地
か
ら
解
決
の
方
策
を
探
っ

た
。

一　

活
動
方
針
と
重
点

・ 

役
職
定
年
を
迎
え
ら
れ
る
方
、
暫

定
再
任
用
で
退
職
さ
れ
る
方
等
、

積
極
的
に
入
会
を
勧
誘
す
る
。

・ 「
予
算
編
成
委
員
会
」
と
「
特
別

会
計
委
員
会
」
を
統
合
し
、「
一

般
会
計
・
特
別
会
計
検
討
委
員

会
」
と
し
て
予
算
執
行
及
び
編
成

上
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

・ 「
教
育
へ
の
寄
与
」
に
関
す
る
研

究
を
継
続
・
深
化
さ
せ
る
。

二　

各
部
の
活
動
計
画

【
総
務
部
】
薄
版
名
簿
を
作
成
・
発

行
す
る
。

【
会
計
部
】
会
報
等
の
発
送
費
の
値

上
が
り
等
の
課
題
が
あ
り
、
支
出
削

減
の
一
層
の
努
力
を
す
る
。

【
広
報
部
】
年
四
回
発
行
の
継
続
と

年
三
回
発
行
に
向
け
て
の
検
討
。

【
福
利
厚
生
部
】
福
利
厚
生
に
関
わ

る
諸
情
報
の
収
集
と
正
確
な
情
報
発

信
に
努
め
る
。

【
生
涯
学
習
部
】

　

第
二
回
会
員
研
修
会

　
 

十
一
月
十
三
日
（
水
）「
自
然
を

楽
し
も
う
」
実
践
編
・
皇
居
東
御

苑
【
情
報
推
進
部
】

　
「
ス
マ
ホ
操
作
研
修
会
」

　

 

十
月
十
日
（
木
）
午
後
一
時
～

鈴
木
日
退
共
同
ビ
ル
三
階
会
議
室

（
総
務
部
担
当

 

副
会
長　

赤
坂
寅
夫
）

「
令
和
6
年
度 

会
員
増
強
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
活
動

　

都
退
職
校
長
会
の
会
員
数
が
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
は
危
機
意
識
を
持
っ
て
名

簿
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑴
7
月
支
部
長
会
で
の
勧
誘
対
象

　

①
役
職
定
年
の
未
加
入
者

　

②
再
任
用
退
職
の
未
加
入
者

　

◎
主
な
配
布
資
料

　

・
未
デ
ー
タ
一
覧
・
勧
誘
通
知
文

　

・ 「
入
会
の
ご
案
内
」・
各
支
部
の

活
動
内
容
・
入
会
申
込
書
等

⑵
令
和
7
年
1
月
支
部
長
会
で
は

　

①
令
和
6
年
度
退
職
の
未
加
入
者

　

②
令
和
7
年
度
役
職
定
年
予
定
者

　

◎
主
な
配
布
資
料
（
前
記
と
同
）

⑶
令
和
７
年
４
月
支
部
長
会
で
は

　

① 

定
年
退
職
後
５
年
経
過
の
未
加

入
者
（
令
和
元
年
度
）

　

◎
主
な
配
布
資
料
（
前
記
と
同
）

＜

活
動＞　

幼
・
小
・
中
・
高
の
各

事
務
局
か
ら
情
報
を
得
て
、
黒
手
帳

を
頼
り
に
年
間
１
３
０
０
名
を
超
え

る
デ
ー
タ
を
作
成
。
支
部
長
の
皆
様

に
は
、「
一
人
一
声
」
運
動
を
展
開

し
て
会
員
数
の
増
加
、
若
い
会
員
に

入
会
者
の
勧
誘
を
依
頼
す
る
な
ど
の

工
夫
を
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
会

員
を
確
保
す
る
よ
う
切
望
し
て
お
り

ま
す
。

　

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
会
員
増
強
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

 

委
員
長　

壺
内　

明
）

令
和
六
年
度
主
要
事
業
計
画
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令和 5 年度　東京都退職校長会　　一般会計決算書
1　収入総額　8,497,477 円　　2　支出総額　7,938,248 円　　3　繰越金　559,229 円

単位＝円　△：収入は予算より増、支出は予算より増
収　入　の　部

款 項 目 令和5年度予算額 令和5年度決算額 増　減 摘　要
年 度 会 費 5,275,000 5,045,700 229,300 2,500 円×1,990 名　1,300 円×54 名　未納者 62 名

3,614,400　1,800 円×1,990 名　600 円×54 名
繰 越 金 196,348 196,348 0
雑 収 入 610,000 1,755,429 △ 1,145,429 利子・広告掲載料　日本公務員弘済会研究助成金
積 立 基 本 金 2,200,000 1,500,000 700,000 積立基本金より借入金
合 計 8,281,348 8,497,477 △ 216,129

支　出　の　部
款 項　目 令和5年度予算額 令和5年度決算額 増　　減 摘　　要

会 議 費 440,000 437,631 2,369
総 会 費 350,000 363,042 △ 13,042 総会に関する諸費（会場費、記念品費、発送費）
役 員 会 費 80,000 74,589 5,411 都公立一覧（黒手帳）・五団体懇・全連退懇談会等
部 会 費 5,000 0 5,000 各部の会合・資料・印刷・通信費
各 種 委 員 会 費 5,000 0 5,000 各種委員会資料作成・通信費

事 業 費 2,485,000 2,335,550 149,450
会員名簿発行費 20,000 0 20,000 会員名簿作成・発送費・通信費等
会 報 発 行 費 700,000 633,760 66,240 会報 218 ～ 221 号印刷費
生 涯 学 習 費 30,000 24,850 5,150 会員研修会会場費等・講師謝金
慶 弔 費 500,000 508,191 △ 8,191 香料
渉 外 費 10,000 5,000 5,000 他機関との交渉・現職校長会連絡費等
ク ラ ブ 補 助 費 80,000 79,960 40 クラブ事業の助成金
教 育 支 援 費 10,000 0 10,000 案内状作成・発送費・資料作成費
会 員 増 強 費 100,000 96,632 3,368 新会員入会に関する通信費　会報増刷印刷費
Ｈ Ｐ 運 営 費 170,000 200,505 △ 30,505 HP・インターネット関連費
支部活動助成費 650,000 631,087 18,913 支部助成・振替料等　※ 300 円× 2,031 名
支 部 活 動 祝 金 200,000 155,565 44,435 支部総会・周年行事等の祝金
島 嶼 活 動 助 成 15,000 0 15,000 支部長会交通費一部負担

事 務 費 3,580,000 3,736,937 △ 156,937
事 務 用 品 費 60,000 66,770 △ 6,770 事務用品・消耗品等
備 品 費 10,000 0 10,000 事務機器等
事 務 員 行 動 費 840,000 640,000 200,000 本部事務員行動費・事務補助員行動費
事 務 所 費 1,900,000 2,169,450 △ 269,450 事務所借料・光熱費・電話料等　家賃月 145,000 円
印 刷 費 20,000 55,863 △ 35,863 資料文書等印刷費　
コ ピ ー 機 費 500,000 574,048 △ 74,048 コピー機・印刷機リース費　コピー費
通 信 費 250,000 230,806 19,194 通信連絡用諸費・会報等の送料

交 通 費 600,000 494,880 105,120 支部長・役員会・部会・事務局員等交通費半額
全 連 退 分 担 金 853,600 848,000 5,600 全連退分担金　400 円× 2,120 名
事務所設置等積立金 10,000 10,000 0 事務所設置等積立
記念行事積立金 10,000 10,000 0 周年行事積立金
名簿発行積立金 10,000 10,000 0 名簿積立金
関 ブ ロ 積 立 金 10,000 10,000 0 R10 年東京大会の積立金
諸 費 45,000 36,250 8,750 関ブロ千葉大会参加費、傷害保険費
雑 費 10,000 9,000 1,000
予 備 費 227,748 0 227,748
合 計 8,281,348 7,938,248 343,100

令和 5 年度　特別会計　決算書
1　事務所設置等積立金（積立基本金） 2　記念行事積立金

収　　入 支　　出 収　　入 支　　出
繰越金 22,947,489 一般会計へ 1,500,000 前年度繰越金 2,199,357 70周年記念式典等 4,021,947
本年度繰越金 985,000 令和4・5年度積立金 30,000
事務所設置等積立金 10,000 企業協賛金 990,000
普通・定期利息 466 計 1,500,000 会員協賛金 3,533,852

計 23,942,955 次年度繰越金 22,442,955 利息 30 計 4,021,947
計 6,753,239 次年度繰越金 2,731,292

3　会員名簿積立金 4　関ブロ積立金
収　　入 支　　出 収　　入 支　　出

繰越金 10,000 繰越金 0
積立金 10,000 積立金 10,000
利息 － 計 0 利息 － 計 0

計 20,000 次年度繰越金 20,000 計 10,000 次年度繰越金 10,000

令和５年度 特別会計決算書

1 事務所設置等積⽴⾦（積⽴基本⾦） 2 記念⾏事積⽴⾦

繰越⾦ 22,947,489 ⼀般会計へ 1,500,000 前年度繰越⾦ 2,199,357 ７０周年記念式典等 4,021,947
本年度繰越⾦ 985,000 令和４・５年度積⽴⾦ 30,000
事務所設置等積⽴⾦ 10,000 企業協賛⾦ 990,000
普通・定期利息 466 計 1,500,000 会員協賛⾦ 3,533,852

計 23,942,955 次年度繰越⾦ 22,442,955 利息 30 計 4,021,947
計 6,753,239 次年度繰越⾦ 2,731,292

3 会員名簿積⽴⾦ 4 関ブロ積⽴⾦

繰越⾦ 10,000 繰越⾦ 0
積⽴⾦ 10,000 積⽴⾦ 10,000
利息 ー 計 0 利息 ー 計 0
計 20,000 次年度繰越⾦ 20,000 計 10,000 次年度繰越⾦ 10,000

令和6年4⽉1⽇
東京都退職校⻑会 会⻑ ⻆⽥美枝⼦ ㊞
  〃    会計部⻑ 直井 ⼀郎 ㊞

令和6年4⽉10⽇
監事・⽒名・印
伊藤 誠⼀ ㊞ 澤海 富保 ㊞ ⼭内 俊久 ㊞

 諸帳簿・証書等・関係資料と対照監査したところ、適正且つ正確に処理されていることを確認しました。

収  ⼊ ⽀  出

収  ⼊ ⽀  出 収  ⼊ ⽀  出

収  ⼊ ⽀  出

ー３−
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令和 6 年度　本部役員・事務局長
会　長　⻆田美枝子　（品　川）　会務の統括・代表
副会長　赤坂　寅夫　（千葉南）　総務部担当
　〃　　皆川　　清　（町　田）　会計部担当
　〃　　増田　　稔　（西多摩）　福利厚生部担当
　〃　　齊藤　德藏　（千葉西）　生涯学習部担当
　〃　　福島　良樹　（八王子）　情報推進部担当

相談役　　桐谷　澄男　（千葉南）
　〃　　　西田　敦子　（日　南）
　〃　　　宇津木順一　（西多摩）
監　事　　伊藤　誠一　（足　立）
　〃　　　澤海　富保　（北多摩西）
　〃　　　山内　俊久　（　北　）
事務局長　直井　一郎　（大　田）

1 千代田・中央 鈴木　正孝
1 港 野々山　毅
1 新 宿 佐藤　正吉
1 文 京 小林　　博
1 台 東 村山　忠幸
1 墨 田 加藤明紀夫
1 江 東 加村　隆治
3 品 川 名倉　俊一
3 目 黒 松本　保枝
3 大 田 直井　一郎
3 世 田 谷 鈴木　眞子
1 渋 谷 大沼　　弘
4 中 野 田中　弘志
4 杉 並 井口　　茂

5 豊 島 野村　　清
5 北 加藤紀美子
5 荒 川 桜庭　清徳
5 板 橋 橋本由美子
5 練 馬 添田　禮子
2 足 立 大兼　茂子
2 葛 飾 沼田　八郎
4 江 戸 川 菊地　正直
4 八 王 子 辻野　宗行
4 町 田 新保富二夫
4 日 南 岸田　博三
3 武蔵野・三鷹 梅津　通郎
5 北 多 摩 北 部 中山　悦夫
4 北 多 摩 中 部 鹿田　克己

3 府 中 保坂　昌代
3 調 布 榎本　　勉
3 狛 江 吉田　和夫
5 北 多 摩 西 部 萩原　敏文
4 西 多 摩 村野　久子
1 大 島 村田　公充
1 三 宅 島 櫻田　昭正
2 千 葉 南 部 宮内　太一
2 千 葉 中 部 菅原　賢男
2 千 葉 西 部 齋藤　二郎
2 千 葉 北 部 川和　誠一
5 埼 玉 県 森山　裕夫
4 神 奈 川 県 宮川　　博

　1～5ブロック番号

令和 6 年度　支部長一覧

　

令
和
六
年
度
第
一
回
会
員
研
修
会

は
、
主
婦
会
館
・
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
定

期
総
会
後
の
二
時
三
〇
分
に
開
始
し

ま
し
た
。
今
年
度
の
研
修
テ
ー
マ
は

「
生
き
生
き
人
生
を
目
指
し
て
―
自

然
を
楽
し
も
う
―
」
で
す
。

　

第
一
回
が
今
回
の
講
演
会
、
第
二

回
は
十
一
月
十
三
日
に
皇
居
・
東
御

苑
で
実
践
編
を
行
い
ま
す
。

　

両
日
の
講
師
は
荒
川
支
部
の
荒
川

シ
ル
バ
ー
大
学
理
事
長
・
箭
内
忠
義

先
生
で
す
。
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ア
シ
ス
タ
ー

で
あ
り
、
奥
多
摩
観
光
協
会
の
登
山

ガ
イ
ド
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
ご
講
演
の
前
半
は
「
山
歩

き
・
野
外
歩
き
の
楽
し
み
方
」
と
し

て
日
本
の
近
代
登
山
の
歴
史
、
山
歩

き
の
効
果
、
中
高
年
登
山
者
の
体
力

と
安
全
な
山
登
り
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
後
半
は
「
山
野
草
と
の
ふ
れ
あ

い
方
」
と
し
て
植
物
と
動
物
の
攻
防
、

日
本
の
野
生
種
サ
ク
ラ
十
種
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
九
十
六
名
で
し

た
。

　

第
二
回
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
支

部
を
通
し
て
、
全
会
員
の
皆
様
に
詳

細
を
配
布
予
定
で
す
。

 

（
生
涯
学
習
部　

田
中
政
美
）

第
一
回
会
員
研
修
会
報
告

部・部長（副部長）
総 務 部 志賀定一（副）会 計 部 直 井 一 郎 広 報 部 榎 本　 勉
福利厚生部 岸田博三（副）、近藤立男（副）、矢野澄夫（副） 生涯学習部 川 和 誠 一 情報推進部 東海林和衛

クラブ・委員長
絵 画 関 口 修 司 写 真 甲 野 恵 美 囲 碁 佐々木和廣 ソフトテニス 石 原 容 子
園 芸 天 野 正 忠 釣 り 町 田 静 隆 短 歌 岩 井　 昭 （休部中）

特別委員会・委員長
一般会計・特別会計検討 桐 谷 澄 男 業務運営改善 宇津木順一 教育研究 PT 草 野 一 紀
会員増強PT 壺 内　 明 財政安定化 草 野 一 紀 ホームページ 福 島 良 樹

PT：プロジェクトチーム
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•
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•
•
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•
•
•
•
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•
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•

•
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•
•
•
•
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•
•
•

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

世
田
谷
支
部
　
大
字
　
弘
一
郎

　

法
改
正
に
伴
い
、
定
年
年
齢
が
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
私
た
ち
の
年
代
は
61
歳
定
年
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
昨
年
度
か

ら
引
き
続
き
、
世
田
谷
区
立
下
北
沢

小
学
校
で
特
例
任
用
校
長
と
し
て
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。

　

都
小
会
長
在
任
中
は
、
退
職
校
長

会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

定
年
前
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
会
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
師
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
我
が

国
の
未
来
を
左
右
し
か
ね
な
い
危
機

的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
役
の
校

長
と
し
て
職
責
を
果
た
す
と
と
も
に
、

本
会
の
一
員
と
し
て
、
多
く
の
先
輩

方
と
力
を
合
わ
せ
て
、
教
育
環
境
の

充
実
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
入
会
員
の
声

・保障の開始まで所定の待ち期間(保障されない期間)があります。
(*1)所定の治療とは、手術・放射線治療(電磁波温熱療法を含む)・抗がん剤治療(経口投与を除く)・
ホルモン剤治療(経口投与を除く)をいいます。
・ご契約の際には、「契約概要」「注意喚起情報」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。

保保険険料料はは、、22002233年年44月月現現在在ののももののでですす。。

保保険険
期期間間

・個人情報の利用目的：アフラック等各種商品やサービスの案内・提供・維持管理に利用します。
詳しくは弊社HPをご参照ください。

※健康状態によっては、記載の保険料と異
なる場合があります（保険料が割増となる
場合があります）。お申込み後にアフ
ラックから送付する書面をご確認ください。

がんと向き合う人を支える基本のがん保険

00112200--335577--221122資料請求・お問い合わせ・お申込みは

AF003-2023-0274 5月2日 (240502)

(平日 9:00～ 20:00 土日祝 9:00～ 17:00)

<生きるためのがん保険Days1>入院給付金日額 5,000円

初めて「がん」「上皮内新生物」と診断
確定されたとき

「がん」「上皮内新生物」の治療を
目的とする入院をしたとき

入院
給付金

診断
給付金

①特定の治療(*1)のための通院
②初めて診断確定をされた日、所定
の治療(*1)を受けた日、または退院
日の翌日から365日以内の通院

50万円 5万円

がん・上皮内
新生物それぞれ
1回限り

5,000円

5,000円

「がん」「上皮内新生物」の治療を目的
とする次のいずれかの通院をしたとき ①日数無制限

②通院期間中
(365日以内)日数
無制限

通院
給付金

日数無制限

オリジナルプラン

一時金として
がん 上皮内新生物

1日につき

1日につき

月月払払保保険険料料例例 個個別別取取扱扱
左記プランの場合
解約払戻金なしタイプ
保険料払込期間:終身/定額ﾀｲﾌﾟ
特定保険料払込免除特約なし

年年齢齢 男男性性 女女性性

60歳 3,440円 2,080円

65歳 4,110円 2,330円

70歳 4,750円 2,580円

75歳 5,375円 2,855円

80歳 6,000円 3,185円

85歳 6,695円 3,615円
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•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
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•
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•
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•
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•
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•
•
•

助
成
金
と
会
費
免
除

西
多
摩
支
部
長
　
村
野
　
久
子

　

支
部
会
員
数
の
急
激
な
減
少
に
よ

り
、
平
成
六
年
度
の
予
算
案
を
作
成

す
る
に
は
困
難
な
状
況
に
直
面
し
た
。

ど
こ
を
削
っ
て
い
く
か
、
無
駄
な
支

出
な
ど
あ
る
は
ず
も
な
い
。
そ
の
中

か
ら
身
を
削
る
よ
う
な
思
い
で
、
各

科
目
の
支
出
を
少
し
ず
つ
減
ら
し
て

緊
縮
予
算
を
作
成
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
通
し
て
本
部
か
ら
の

「
助
成
金
」
と
「
会
費
の
免
除
」
に

関
す
る
規
約
の
あ
り
が
た
さ
を
知
っ

た
。
助
成
金
は
、
支
部
を
大
事
に
し

て
い
る
証
で
あ
り
「
会
費
免
除
」
は

会
員
数
の
減
少
を
抑
え
る
働
き
を
し

て
い
る
。
会
費
を
納
め
ら
れ
な
い
と

即
会
員
の
資
格
を
剝
奪
さ
れ
る
組
織

が
多
い
の
に
、
こ
の
規
約
は
退
職
校

長
会
の
金
科
玉
条
と
い
っ
て
も
良
い
。

支
部
と
会
員
を
大
事
に
す
る
東
京
都

退
職
校
長
会
と
共
に
元
気
に
楽
し
く

活
動
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

支
部
だ
よ
り
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本社：東京都杉並区上荻3-15-17   営業本部：東京都練馬区北町5-18-15　3階 　℡03-3396-7231 

※春・秋、高齢者叙勲を受賞される方は支部長へご連絡ください。
　また、支部長は直ちに本部へお知らせください。

（福利厚生部担当副会長　増田　 稔）

栄えのご受章お祝い申し上げます。　（敬称略）
（令和 6 年 4 月 10 日現在、本部に届け出があった方々）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••高齢者叙勲受章会員

瑞宝双光章（９名）
中川　廣子（杉　並）

（令和 4年受章）

名取　祐二（世田谷）
柿沼　啓造（新　宿）
竹内　保幸（新　宿）
伊藤　房子（日　南）

尾上　　治（日　南）
緒志　嘉彦（北多摩北部）
近藤　立男（北多摩中部）
武井　定雄（千葉北部）

栄えのご受章お祝い申し上げます。　（敬称略）

瑞宝双光章（６名）
加藤明紀夫（墨　田）
中澤　　敬（日　南）

西田　敦子（日　南）
仲村　誠司（西多摩）

成家　亘宏（埼玉県）
福田富美雄（埼玉県）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

令和 6 年　春の叙勲受章会員
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
暑
さ
の
中
、
い
ま
だ
全
域
に

わ
た
る
回
復
を
見
な
い
能
登
半
島
の

報
道
が
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
パ
レ

ス
チ
ナ
で
の
戦
い
も
収
ま
ら
ず
、
心

痛
む
日
々
で
す
。
一
日
も
早
い
回
復

と
平
和
を
祈
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
す
が
会
報

２
２
３
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
は
六
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
討

議
す
る
総
会
を
主
要
記
事
と
し
て
報

じ
ま
す
。

　

巻
頭
言
は
会
長
に
よ
る
総
会
の
ま

と
め
と
課
題
の
提
起
で
す
。

　

報
告
頁
で
は
紙
数
の
制
約
下
、
精

一
杯
の
詳
細
な
事
業
報
告
、
事
業
計

画
が
述
べ
ら
れ
ま
す
。
四
頁
の
決
算

報
告
書
は
活
字
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し

な
が
ら
も
全
容
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

読
み
づ
ら
さ
は
「
財
政
の
安
定
化
」

が
課
題
と
叫
ば
れ
る
中
で
の
貴
重
な

情
報
と
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

新
役
員
、
支
部
長
の
一
覧
も
年
一

回
の
情
報
掲
載
で
す
が
全
支
部
、
本

部
と
の
連
携
活
動
を
支
え
る
情
報
と

な
り
ま
し
ょ
う
。

　

他
に
、
会
長
も
巻
頭
言
で
触
れ
て

い
ま
す
「
役
職
定
年
制
」
の
始
動
下
、

本
号
に
は
若
き
新
入
会
員
の
声
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
励
み
と

な
る
嬉
し
い
記
事
で
す
。

 

（
梅
津
通
郎
）

編　
集　
後　
記

（令和 6 年 4 月 10 日　届出現在）

（
福
利
厚
生
部
担
当
副
会
長　

増
田　

 

稔
）

氏　

名

年
月
日
支
部
名

校種

年齢
名簿頁

秋
山
　
育
也

5
・
1
・
9
板

橋

小

91
20

川
上
　
民
雄

5
・
6
・

富
山
県

中

84
73

橋
本
　
恵
次

5
・
6
・
22
埼
玉
県

中

98
66

北
橋
　
秀
夫

5
・
12
・
5
千
葉
西
部

高

89
60

佐
々
木
次
雄

5
・
12
・
30
江
　
東

中

94
4

三
上
　
憲
夫

6
・
1
・
1
埼
玉
県

小

93
64

東
　
　
憲
夫

6
・
1
・
10
大
分
県

小

97
73

平
野
　
　
稔

6
・
1
・
15
神
奈
川
県

高

86
70

小
川
　
捷
壽

6
・
1
・
21
日
　
南

小

87
37

西
野
　
延
男

6
・
1
・
21
西
多
摩

中

93
54

中
谷
　
　
勝

6
・
1
・
23
江
戸
川

中

81
28

清
水
　
　
豊

6
・
1
・
25
埼
玉
県

小

83
64

岐
津
　
俊
二

6
・
1
・
26
江
戸
川

高

93
27

中
村
　
　
奨

6
・
2
・
12
大
　
田

小

98
9

石
井
　
達
子

6
・
2
・
13
世
田
谷

幼

100
11

松
井
美
枝
子

6
・
2
・
15
狛
　
江

小

88
48

安
藤
　
正
男

6
・
2
・
16
日
　
南

小

89
37

小
池
　
敏
夫

6
・
2
・
21
山
梨
県

小

90
73

田
野
倉
靖
郎

6
・
2
・
28
西
多
摩

小

95
54

森
田
　
嘉
昭

6
・
3
・
3
板
　
橋

小

93
20

小
林
　
総
一

6
・
3
・
21
西
多
摩

中

74
55

森
田
　
　
豊

6
・
3
・
21
西
多
摩

中

93
56

あ
れ
こ
れ
と
求
め
た
本
は
寂
し
く
も

本
棚
乃
主　

わ
れ
八
十
路
と
六
つ

か
つ
て
の
生こ徒
ひ
と
こ
と
便
り
ラ
イ
ン
に
て

「
後
期
高
齢
者　

仲
間
入
り
で
す
」

天
変
地
異
七
難
八
苦
と
闘
い
て
集
っ
た

生こ徒
ら
乃
還
暦
の
笑
み

墨
田
支
部　

河
原
敏
子

短
歌

写
真
俳
句

蓮
池
や

葉
陰
に
雀

な
ほ
四
羽

江
東
支
部　

加
村
隆
治 不忍池 2023 年 8月

鳥
雲
に
統
合
進
む
勤
務
校

樟
若
葉
余
生
は
ま
だ
と
独
り
言
つ

初
め
て
の
家
庭
訪
問
花
水
木

目
黒
支
部　

松
村
由
紀
子

応
募
コ
ー
ナ
ー

俳
句


